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１．概要 

本年度は、実装活動として、平成 28 年 3 月末までに 151 社、1993 名に対してスクリー

ニング検査を実施する予定である。また、平成 28 年 2 月 5 日に本実装活動において無呼吸

検査を実施したバス事業者を対象に中間報告会を開催した（57 社、106 名）。本実装活動の

成果を紹介して睡眠時無呼吸症スクリーニングの啓発ならびに実装活動への参加を呼び掛

けることで、本実装活動のさらなる活性化を考えている。 

 

２．実装活動の具体的内容 

本年度は、実装活動として、平成 28 年 3 月末までに 151 社、1993 名に対してスクリー

ニング検査を実施する。 
また、平成 27 年度は本実装活動において無呼吸検査を実施したバス事業者を対象に、平

成 28 年 2 月 5 日に中間報告会を開催し、本実装活動の成果を紹介して睡眠時無呼吸症スク

リーニングの啓発ならびに実装活動への参加を呼び掛けることで、本実装活動のさらなる

活性化を考えている。 
中間報告会実施のため、平成25年度から27年度（27年12月末時点）の参加者約3,100名に

ついて、睡眠時無呼吸などの基礎的な集計を実施した。 
対象者の特徴を、表1に示す。男性が97.5%と多く、40-50歳代の参加者が約70%を占めた。

また肥満度I・II以上（Body mass index：25以上）が42%であった。平成26年度国民健康・

栄養調査結果では、20-60歳代男性の肥満度I以上の割合は30.2%であることから、肥満者が

多いことが伺える。 
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また、睡眠呼吸障害（睡眠中に呼吸できていない状態、睡眠時無呼吸症の主病態）の重

症度について分析した結果（図1）、約26%が中等度以上の睡眠呼吸障害を有していた。こ

れは、我々が先行研究において、パルスオキシメトリ法（本プロジェクトでは、フローセ

ンサ法）を用いて、トラック運転者に実施したスクリーニングの結果（中等度以上の睡眠

呼吸障害の割合：7-10%）よりも非常に高い結果であった。 

 

主観的眠気と睡眠呼吸障害の関連性について分析した結果、睡眠呼吸障害が重症でも主

観的な眠気の少ない人の割合が高い結果が得られた。これは我々の先行研究においても同

様の結果であった（表2）。 
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現在までの集計においては、特徴的であったのは、睡眠呼吸障害が重症なほど車両運転

中に居眠りをした経験のある者が多い傾向がみられた（図2）。 

 

今後もデータを積み上げていき、実装活動の展開に資する情報をまとめ、これらの情報

をもとに啓発のための媒体作成づくりを検討していく予定である。 
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３．理解普及のための活動とその成果 

（１）展示会への出展等  
なし 

 

（２）研修会、講習会、観察会、懇談会、シンポジウム等 

年月日 名称 場所 概要 
ステーク

ホルダー 

社会的インパ

クト 

平成27

年6月2

日、10

日、17日 

東北急行バ

ス株式会社 

事故防止研

究会 

東北急行バ

ス株式会社

本社事業所

東北急行バス株式会社の全乗務

員を対象として3回に分けて睡

眠時無呼吸症の概要（病態、検査、

治療）と、睡眠時無呼吸症スクリ

ーニング検査、精密検査の実施方

法等の講演を行った。 

東北急行

バス株式

会社 

バス事業者に

周知を図るこ

とができた。

平成27

年6月3

日 

桜交通株式

会社 乗務

員研修 

新宿NSビ

ル30F ス

カイカンフ

ァレンス３

＋４ルーム

桜交通株式会社の関東地区乗務

員研修で睡眠時無呼吸症の概要

（病態、検査、治療）と、睡眠時

無呼吸症スクリーニング検査、精

密検査の実施方法等の講演を行

った。 

桜交通株

式会社 

バス事業者に

周知を図るこ

とができた。

平成28

年2月5

日 

ドライバー

の居眠り事

故防止のた

めの睡眠時

無呼吸症候

群スクリー

ニングの社

会実装 中

間報告会 

学士会館 当該課題の中間報告のため 

（57社106名参加） 

バス事業

者 

56社106名参

加 

 

 

（３）新聞報道、ＴＶ放映、ラジオ報道、雑誌掲載等 
なし 

（４）論文発表（国内誌 0 件、国際誌 0 件） 

 
（５）ＷＥＢサイトによる情報公開 

 
なし 
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（６）口頭発表（国際学会発表及び主要な国内学会発表） 
   ①招待講演   （国内会議 0 件、国際会議 0 件） 
   ②口頭講演   （国内会議 0 件、国際会議 0 件） 
   ③ポスター発表 （国内会議 0 件、国際会議 0 件） 
 
（７）特許出願 
 
   ①国内出願（ 0 件）  
 

（８）その他特記事項 
 
 


